
「兵庫県がん・生殖医療ネットワーク」の運営状況
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令和3年 第16回兵庫県がん診療連携協議会

資料 (５)



胚凍結（受精卵） 卵子凍結（未受精卵） 卵巣凍結

世界初

日本初

⚫1983年
オーストラリア

⚫1986年
オーストラリア

⚫2004年
ベルギー

⚫2013年⚫1989年 ⚫2001年

利点

欠点

⚫妊娠率が比較的高い ⚫精子は不要 ⚫精子は不要
⚫思春期以前にも適応
⚫排卵誘発が不要

⚫侵襲性が大きい
⚫腫瘍細胞の混入リスク

(微少残存病変; MRD)

⚫排卵誘発が必要
⚫精子が必要
⚫離婚後は無効

費用 ⚫約40～50万円
（胚凍結まで）

⚫約25～35万円
（卵子凍結まで）

⚫約70万円（摘出・凍結）
⚫約70万円（融解・移植）

⚫排卵誘発が必要

妊孕性温存の特徴

⚫145,000例以上（日本） ⚫6000例以上（世界） ⚫180例以上（世界）



2012年11月：「日本がん生殖医療研究会（現在は学会）」が設立
2013年2月：本邦初のがん生殖医療の地域連携：岐阜県がん・生殖医療ネットワーク設立
2013年11月：日本生殖医学会は「未受精卵子および卵巣組織の凍結・保存に関するガイドライン」を発表
2014年4月：日本産科婦人科学会は「医学的適応による未受精卵子および卵巣組織の採取・凍結・保存に

関する見解」を発表
2014年9月：日本がん・生殖医療研究会から｢乳癌患者の妊娠出産と生殖医療に関する診療の手引き｣が

第1版として発刊された。
2016年1月：兵庫県がん・生殖医療ネットワーク設立
2016年6月：「医学的適応による未受精卵子、胚(受精卵)および卵巣組織の凍結・保存に関する見解」とし

て改訂
2017年7月：日本がん治療学会から小児、思春期・若年がん患者の妊孕性温存に関する診療ガイドライン

がに第1版として発刊された。
2020年4月：兵庫県若年がん患者妊孕性温存治療費助成事業（一部の市町で開始）
2021年4月：小児・AYA世代のがん患者等に対する妊孕性温存療法研究促進事業開始（厚生労働省健康

局がん・疾病対策課）→全ての地域で治療費助成開始

本邦におけるがん生殖医療



拡大

ART登録施設：３１施設

がん診療連携拠点病院
国指定： １４病院
県指定： １０病院
準拠点病院：２１病院 計４５病院
（平成２５年７月時点）

兵庫県がん診療協議会HPより転載（改変）

兵庫県地図

「兵庫県がん・生殖医療ネットワーク」設立に向けて



「兵庫県がん・生殖医療ネットワーク」 生殖医療側受け入れ施設一覧

不妊治療施設 (所在地) 受精卵凍結 卵子凍結 卵巣凍結

英ウイメンズC (神戸市) ○ ○ △＊

徐レディースC (西宮市) ○ 〇 X

兵庫医科大学 (西宮市) ○ ○ ○＊＊

月 火 水 木 金 土

11：00～ ○ ○ ○ ○ ○ ×

【がん生殖外来：兵庫医科大学のみ実施】

２０１６年３月１日～
・地域連携開始



窓口：当科

がん患者
がん診療施設

妊孕能温存処置を施行

妊孕能温存カウンセリング

紹介先：生殖医療施設
（当科含む３施設）

すみやかにがん治療を開始

妊孕能温存に関する情報提供の依頼

がん患者さんの妊孕能温存のための流れ

兵庫県がん・生殖医療ネットワーク



兵庫県がん・生殖医療ネットワーク運用

①
がん診療施設

（がん治療主治医）

兵庫医科大学病院
地域医療・総合相談センター

ＦＡＸ
0798-45-6002

月 火 水 木 金 土

11：00～ ○ ○ ○ ○ ○ ×

【がん生殖外来】



相談申込書・紹介要領・患者向けの案内

② ③

① 『兵庫医科大学病院「妊孕性温存」相談申込書』
② 『兵庫医科大学病院「妊孕性温存」相談室への紹介要領』
③ 『兵庫医科大学病院で「妊孕性温存」相談を御希望の患者さんへのご案内』

①～③を兵庫県内にある45施設がん診療施設に送付し運用を開始した。

① ②
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相談申込書・紹介要領・患者向けの案内の改訂

② ③

① 『兵庫医科大学病院「妊孕性温存」相談申込書』
② 『兵庫医科大学病院「妊孕性温存」相談室への紹介要領』
③ 『兵庫医科大学病院で「妊孕性温存」相談を御希望の患者さんへのご案内』

⇒2020年10月：
男性がん患者に対する妊孕性温存を本ネットワークの対象患者に含めるため改訂した。

① ②



男性がん患者に対する妊孕性温存



http://www.hyo-med.ac.jp/department/obgy/outpatient/index6.html

「兵庫県がん・生殖医療ネットワーク」の利用方法



兵庫県におけるネットワーク設立後の
妊孕性温存実施周期数の推移
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兵庫県におけるネットワーク設立後の
妊孕性温存存症例のアウトカム

胚 卵子 卵巣

凍結患者数 43 34 28

移植患者数 16 0 0

妊娠成立数 12 0 0

2016年1月～2020年12月（5年間）

卵子と胚、あるいは卵子+卵巣を凍結した患者さん（2名）の移植も未。


